
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■

・プレ活動

・文法の導入

・

・

■

・プレ活動

・文法の導入

・

・

■

・プレ活動

・本文内容導入・理解

■

・プレ活動

・本文内容導入・理解

■

・プレ活動

・アクティビティ

■

・プレ活動

・アクティビティ
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実践例

 内における のとらえ方

 英語における つの力のうち，聞く力と読む力を

力と考え，話す力と書く力を 力と考

えた場合，両方とも同等に必要不可欠な力であると

考えられますが，英語を学習するにあたっての順序

としてはインプットを先に指導していく方が自然

な流れであると考え指導にあたっています。学習指

導要領に示されている内容を指導する際には，教科

書と独自で制作した教材を平行して扱っています。

ここでは教科書を中心に扱い， から

の流れに沿った指導法の一つのアイデアを紹介し

たいと思います。

の教科書では各 の中で

から へと指導の流れがつけやすく

構成されています。そういう意味で は単

なる 力向上の場としてではなく， で

学習した内容の確認，定着，さらには発展としてと

らえ， ごとの学習の総合的な力を高める場

となるように授業の展開を考えています。

を活用することで， と の両方の

力を効果的に高めることができると考えています。

各 内の文法 は での基本を発展

させた形で では扱われているので，

の本文の内容理解や対話練習とともに， ，

を行うことにより，よりスムーズに

へと学習を進めることができます。したがっ

て 全体の指導時間の配分を考えながら，

に力点を置き，生徒の英語運用能力を高

められるように指導計画の時間を使うようにして

います。

 に向けた の活用

（１） 本文の扱い

本文が対話文の場合は，内容理解や

練習の他に，ロールプレイで本文を暗記したり，単

語を置き換えたりして，オリジナルの対話文を作成

させ，発表を行わせたりすることもあります。この

の本文は単語の置き換えによる

を行いやすい構成になっているの

で，慣れてくると，生徒は楽しみながら対話文作成

と発表を行うことができます。

（２） の扱い

を行う際は指導用 を使って

の つをすべて行うようにし

ています。まず を，メモなどをとってもか

まわないので一度聞かせます。次にクラス全体で文

を させます。このとき一度目では聞き取り

きれなかった生徒も全体で することで，ほ

ぼ聞き取ることができるようになります。次の

では生徒を指名して言わせます からは文を

構成する語の一部が流されるので，それを活用する

場合と，何も与えないで言わせる場合と使い分けて

います。これは後の への良い練習になりま

す。そして で確認を行います。この時，

で言うことができていても，正確に書くことが難し

い単語が出てくる場合があるので，その場合は教科

書の後ろに載っている「単語の意味」のページを使

って調べながら書くことにより，単語を定着させる

こともできます。文によっては三単現の や複数形

などにも注意を払わなければならないものもあり，

実践にも役に立つと考えられます。

（３） の扱い

は状況に応じて， の

中から行っています。 と については，

そのまま扱うこともあれば，それをもとにした

を考え， との で活用することもしば

しばあります。ここでは の をも

とに行った活動を紹介します。

という の例文を参考にして， の

文節と の文節を使った

を行いました。× の表の縦表に
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で表現される気持ちを表す語を つ示します。

横表には接続詞 を使い，どんな時にという表

現を つ示します。縦表と横表が交わる空欄の任意

の場所５カ所に印をつけさせます。ここまでが

前の準備になります。次に相手が印をつけ

た

表の場所を予想して，交互に質問し合い， つ全

部先に当て方がゲームの勝者となります。質問には

次のような文が用いられます。

当てられた場合は， はずれたら

と答えます。これを交互に繰り返していきま

す。このような を入れることで，語学の習

得に必要な繰り返し練習を楽しみながら行うこと

ができると思います。

○ ○

○

○

○

のいずれの部分を扱うにも，次の

の理解につながることを意識しながら行って

います。

 に向けたプレ活動の工夫

英文を読む際に重要な要素となるものの一つに

やはり単語力があげられます。単語力を高めるため

の取り組みには様々なものがあると思います。ここ

では普段，授業で継続的に行っている

の取り組みを紹介します。

生徒は授業前までに，前もってノートに マスの

枠を書き，その中に教科書の の中から任意

の 語を選んで記入し， を作っておきます。

授業の最初に教師がランダムで単語を発音し，生徒

はそれを聞き取り，印をつけ， を行います。

単純ですが，単語を書く，聞き取る，聞き取った単

語を目で見つけるという行動を毎時間行うことで，

少しずつですが単語力を伸ばすことができると思

います。

を学習している間は の単

語で毎回 を作るので，何度も繰り返し単語に

触れることになります。工夫としては英語を発音し

た後，日本語の意味を続けて言ったり，用法につい

て触れたりすることで単語の意味や使い方につい

ても定着させることもできます。時には日本語の意

味を先に言ったりすると，生徒がすぐにそれにあた

る英語を返したりすることもあります。この

は単語の発音を把握することには特に有効である

と思います。 に入るとすぐにその

での をはじめるので， に入る頃に

はかなり単語が読めるようになっています。

の単語数が多いため， から まで

の単語で一回戦， の単語で二回戦目とい

うように，毎回２回戦行うようにしています。単語

に関しては， の導入段階から によ

る取り組みのみで，他に などを使った

り，単語の発音をリピートさせることなどはしてい

ませんので， の終わりなどに発音や意味の

確認テストなどを行うようにしています。

 力を高める の指導

① の読み方の工夫

英文を読み，そこに書かれている内容をとらえる

において，丁寧に正しく日本語に訳すことも

大切ですが，場合によっては時間内にできるだけ多

くの情報を得ることも必要になってきます。現在

の学習をする時，その内容のとり方とし

て文節読みを取り入れています。生徒は本文の意味

をとるときに最初からきれいな日本語に訳そうと

し，返り読みをしてしまい，かえって意味をとるの

が難しくなってしまったり，決められた時間内に必

要な内容をとらえることができなかったりしてし

まうことがあります。文をある程度意味のあるかた

まりで，英語の語順通りに意味をとらえていく文節

読みを行わせることで， 前後の文であれ

ば，かなり早い時間で内容を理解することができま

す。また，このことは英語を母語とする人の読み方，

理解の構造を知ることにもなります。
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例えば の中に出てくる比較的長い文

で

は

という具合に区切り，これを

前方から意味をとっていきます。彼らは始めた 生

活することを 岩の近くで ４万年前に。このよう

に短い区切りの情報を前方から していくこと

で比較的長い文でも，意味をとれるようになってき

ます。

この文節読みを行ってから，実感として読む速度

と記憶にとどまる情報量の多さはあがったたよう

に思います。慣れるまでは文節を短く切ってとらせ

てもよいと思います。またこの文節読みは英文の構

成の特徴に慣れ，英文を書いたりする場合の

にも役に立つと考えられます。 を行うとき

に例えば，まず主語がきて次に動詞というように頭

の中で文の構造を整理しながら文を構成していく

ことに加え，文節読みの逆の手順で意味のある，あ

る程度のかたまりで自分の表現したいことを

していくことは，より の表現方法に

近づく一つの手立てとなるのではないかと思いま

す。

② をどの場面で行うか

では本文の内容がどの程度理解でき

ているかを異なった形式で知ることができる。一斉

に行うこともできますが，生徒の理解力に応じた活

用方法をとることで，より有効に取り扱うことがで

きると思います。

理解力の高い生徒については，本文をすべて読み

終えてから取り組ませています。可能であれば，再

度読みをさせないで に取り組ませると，

の能力を伸ばす良い練習になります。また，

先に を読ませてから，本文を読ませるこ

とにより，本文のどの情報を読み取るかを前もって

知っておいてから読むことも の能力を高める

助けになります。

理解力がまだそこまで高くない生徒については，

に付加情報やヒントを加え，本文を読み

ながら答えさせるようにしています。具体的には，

本文に のどの問題に関しているのか番

号で印をつけ，本文と を交互に読んで

いくことで，より理解を深めやすくなります。また，

の「問に答えよう」の部分では答えの語数を示し

たり，部分的に（  ）抜きにしたりすることも有

効な方法だと思います。

 力を高める の指導

には生徒が興味を持つトピックが多く

あり，読みながら知識を深めていくことだけでも有

用ですが，読んで得られた情報を活用し，それを

に結びつけることで， の中で総合的

に力を高めることができる，より有効な場としてと

らえることができると思います。ここでは自分が

で行っている学習法を紹介させていた

だきます。

①疑問文として発信する 練習

こちらからの英語での質問を生徒に答えさせる

ことは，日常の授業の取り組みでもよく行われてい

ます。生徒は英語の質問に答えることは比較的慣れ

ていますが，質問をすることは少し難しいと感じて

いる場合も多いので，生徒が相手に質問する場面を

もう少し多く行わせたい場合に の全文

を疑問文にかえる練習を行わせています。

例えばこの の では

の文を

という具合に疑

問文にかえさせます。単純な練習ですが，間違いや

すい 動詞の疑問文と一般動詞の疑問文について

の理解も深めることができます。また，この質問を

生徒間で 形式で行わせることで， した内

容を知識として定着することにも役に立ちます。こ

の練習に慣れてくると少し単語を変化させて，

などと質問

する内容を変化させることができる生徒も出てき

ます。すると答えのバリエーションも増え，内容を

振り返り，考えながら答える必要も出てきて，より

実践に近い 練習にすることができます。

② で得た情報を活用し， を行う練習

はさまざまな国の文化や自然科学など

の を扱っていて，生徒は興味を持って
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を行うことができます。興味を持って

した情報を に結びつけることで，相

互の力をより伸ばすことができると思います。

の では の練習として

を行いました。これは生徒が

班ごとに を参考にしながら，インターネ

ットなどで調べた情報を加え についての

を作成し，発表し合うというものです。

を作ることで， で得た知識をふくらませ

ながら，さらに自分たちで知識を深めていくことが

できます。自分が持っている知識を他の人と共有し

たいというのは自然な欲求で，生徒は楽しみながら

発表を行うことができます。この問題を作るときに

先に触れました を全文疑問文にすると

いう取り組みが生きてきます。例えば本文の

を解答としたい場合には質問として

などが考えられ，生徒

は疑問文と答えの文の関係もより理解を深めるこ

とができると思います。教科書に載っていること以

外では

（生徒からの質問があれば，必要に応じ

て次の で習う最上級の先取りをしてもよい

と思います。）

などの質問も出てきます。

を活用して継続的に取り組みを行う

ことで， は単に読みもの資料ではなく，

生徒の興味を引き出し，自発的に英語を使ってみよ

うとする意欲を育てる教材になり得ると思います。

また，さらに映像教材などと組み合わせることによ

り，いっそう効果的な授業展開が行えると思います。


